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【手続補正書】
【提出日】平成30年1月23日(2018.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人工ニューラルネットワークでターゲット選択を動的に変更するコンピュータによって
実装される方法であって、
　前記人工ニューラルネットワークのニューロンにアンバランスの量を制御することによ
って、物理的空間内のターゲットに向けて、または前記ターゲットから離れてオブジェク
トに関するターゲット選択関数を動的に変更することを備え、前記アンバランスの量は、
バイアス基準に基づいて、前記ニューロンへの接続を興奮させるか、または前記ニューロ
ンへの接続を抑制し、前記ニューロンは、物理的空間内の複数の候補ターゲットのうちの
１つを表す、
　コンピュータによって実装される方法。
【請求項２】
　前記接続は、入力および出力ニューロンの各ペア間に結合された介在ニューロンを備え
、前記動的に変更することは、前記介在ニューロンの興奮性を動的に変更すること、前記
介在ニューロンと入力および出力ニューロンの対応するペアとの間のシナプス重みの有効
性を動的に変更すること、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つを備える、
　請求項１に記載のコンピュータによって実装される方法。
【請求項３】
　前記動的に変更することは、外部入力で動的に変更することを備える、
　請求項２に記載のコンピュータによって実装される方法。
【請求項４】
　前記動的に変更することは、前記ニューロンの興奮性を動的に変更すること、シナプス
重みの有効性を動的に変更すること、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項１に記載のコンピュータによって実装される方法。
【請求項５】
　前記シナプス重みは、入力シナプス、ニューロン間の接続、またはそれらの組合せのう
ちの少なくとも１つのためのものである、
　請求項４に記載のコンピュータによって実装される方法。
【請求項６】
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　前記ターゲット選択関数は、リターン上の抑制、前記ターゲットを選択する前記オブジ
ェクトの挙動状態、時間の期間、割り当てられたタスク、時間多重化機能、複数の人工ニ
ューラルネットワークに対応する複数のタスクから１つのタスクを選択するイベント、ま
たはそれらの組合せのうちの少なくとも１つに基づく、
　請求項１に記載のコンピュータによって実装される方法。
【請求項７】
　各タスクは、前記複数の人工ニューラルネットワークのうちの１つに対応し、各人工ニ
ューラルネットワークは、静的ネットワークまたは動的ネットワークである、
　請求項６に記載のコンピュータによって実装される方法。
【請求項８】
　前記人工ニューラルネットワークへの入力、前記人工ニューラルネットワークからの出
力、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つに基づいて、前記人工ニューラルネッ
トワーク内の前記アンバランスの量を制御することをさらに備える、
　請求項１に記載のコンピュータによって実装される方法。
【請求項９】
　人工ニューラルネットワーク内の接続を興奮または抑制させるためにアンバランスの量
を決定するための手段と、
　エリアに対応するニューロンにアンバランスの量を制御することによって、前記エリア
内の物理的空間内のターゲットに向けて、または前記ターゲットから離れてオブジェクト
に関するターゲット選択関数を動的に変更するための手段と
　を備え、前記アンバランスの量は、バイアス基準に基づいて、前記エリアに対応する前
記ニューロンへの接続を興奮させるか、または前記エリアに対応する前記ニューロンへの
接続を抑制する、
　装置。
【請求項１０】
　前記接続は、入力および出力ニューロンの各ペア間に結合された介在ニューロンを備え
、前記動的に変更するための手段は、前記介在ニューロンの興奮性、前記介在ニューロン
と入力および出力ニューロンの対応するペアとの間のシナプス重みの有効性、またはそれ
らの組合せのうちの少なくとも１つを動的に変更するための手段を備える、
　請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記動的に変更するための手段は、外部入力で動的に変更するための手段を備える、
　請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　ｉ）前記動的に変更するための手段は、前記ニューロンの興奮性、シナプス重みの有効
性を変更すること、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つを動的に変更するため
の手段を備える、
　ｉｉ）前記選択関数は、リターン上の抑制、前記ターゲットを選択する前記オブジェク
トの挙動状態、時間の期間、割り当てられたタスク、時間多重化機能、複数の人工ニュー
ラルネットワークに対応する複数のタスクから１つのタスクを選択するイベント、または
それらの組合せのうちの少なくとも１つに基づく、または
　ｉｉｉ）前記人工ニューラルネットワークへの入力、前記人工ニューラルネットワーク
からの出力、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つに基づいて、前記人工ニュー
ラルネットワーク内の前記アンバランスの量を制御するための手段をさらに備える、
　のうちの１つを備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　前記シナプス重みは、入力シナプス、ニューロン間の接続、またはそれらの組合せのう
ちの少なくとも１つのためのものである、
　請求項１２のオプションｉ）に記載の装置。
【請求項１４】
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　各タスクが、前記複数の人工ニューラルネットワークのうちの１つに対応し、各人工ニ
ューラルネットワークが静的ネットワークまたは動的ネットワークである、
　請求項１２のオプションｉｉ）に記載の装置。
【請求項１５】
　人工ニューラルネットワークでターゲット選択を動的に変更するための非一時的プログ
ラムコードを記録する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記プログラムコードは
、
　前記人工ニューラルネットワークのニューロンにアンバランスの量を制御することによ
って、物理的空間内のターゲットに向けて、または前記ターゲットから離れてオブジェク
トに関するターゲット選択関数を動的に変更するためのプログラムコードを備え、前記ア
ンバランスの量は、バイアス基準に基づいて、前記ニューロンへの接続を興奮させるか、
または前記ニューロンへの接続を抑制し、前記ニューロンは、複数の候補ターゲットのう
ちの１つを表す、
　非一時的コンピュータ可読媒体。
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